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会社概要

4つの成長領域で、社会課題を解決する新しい価値を
提供し、未来のあたりまえを実現していきます。

創業 1876年（明治9年）秀英舎として創業

売上高

1,335,439百万円（連結）

925,259百万円（単体）

従業員数

37,062人（連結）

10,328人（単体）

拠点（グループ会社含む）

国内営業拠点 35 製造拠点 63
海外営業拠点 34 製造拠点 16

※2021年3月現在

※このうち海外に勤務する従業員は約5,000名

※2021年3月現在

※2020年3月現在

DNP本社（市谷加賀町ビル）

DNP五反田ビル

創業当時の秀英舎（現在の銀座4丁目）

会社名：大日本印刷株式会社
DNPの4つの成長領域



未来のあたりまえをつくる。
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持続可能なより良い社会
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岩手町のとりくみとの親和性
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デジタル田園都市国家構想

２０２３年度予算概算要求に「デジタル田園都市国家構想交付金」1200億円計上。
構想の実現に向け、自治体のデジタル化や地域活性化の取り組みを支援する。

内閣府の2025年までに都市OS（データ連携基盤）を100地域に導入するという目標に寄り添い、
DNPは全国30～50地域でデジタル技術を活用したインフラ整備事業への参画を目指します。

移住促進やにぎわい創出に取り組む自治体を支援する

「地方創生推進交付金」、施設整備にあてる「地方創生拠点整備交付金」、
企業進出支援などに使える「デジタル田園都市国家構想推進交付金」の三

つを一本化し、デジタル技術を使った地域の活性化や人材育成な
どを進めたいという。

10月にまとめる新たな総合経済対策で「デジタル田園都市国家構想交付金」
を創設し、民間事業者の施設整備への支援にも使えるようにしたうえで、

マイナンバーカードの普及状況を、自治体への配分に反映
させるよう指示しました。
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デジタル田園都市国家構想



8

協調領域となる共助の必要性
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共助が支える新たなデジタル生活基盤とまちづくり
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三重広域連携プロジェクト全体像

【Brown Field】 6町連携

基礎自治体広域横断型モデル

データモデル広域展開

＜解決困難な地域課題＞

◇少子化/高齢化/人口減少

◇地域医療の減少/医療費の増加

◇林業等地域産業の衰退

◇公共交通廃線による交通空白地増加

【Green Field】 全国初民間スマートIC直結施設

高速自動車国道法改正の第1号で生まれたグリーンフィールド

2021年7月グランドオープン『VISON』

敷地面積：約115ヘクタール(ナゴヤドーム約24個分)
開発面積：約53ヘクタール

生活全般の複数サービス横断型のデータ連携モデル

Green Fieldの先端技術でBrown Fieldの地方創生

地域を活性化する中心拠点（HUB）の構築『VISON』
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スマートシティ・デジタル田園都市国家構想関連取組概要

現在
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三重広域連携プロジェクトの活動経緯

単独自治体の行政施策だけでは困難な地域課題を産学官民連携で解決

データ連携基盤を活用した広域自治体連携による地方創生を目指した活動

様々な業種を横断する32社との官民コラボレーション

＜活動経緯＞
2019年12月 内閣府スーパーシティ構想アイデア公募参加
2020年10月 三重広域連携スーパーシティ推進協議会設立
2021年 4月 スーパーシティ型国家戦略特区公募申請

7月 中央省庁合同スマートシティ関連事業公募申請 グリーンフィールド「VISON」グランドオープン
8月 経産省「新地域Maas創造事業」採択 国交省「スマートシティモデルプロジェクト」採択
9月 デジタル地域通貨「Mie-coin」開発開始 共通ID「Mie-ID」開発開始
11月 医療Maas実証実験（経産省事業）開始 AIオンデマンドタクシー実証実験（総務省）開始
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地域DX推進の全体像 データ連携基盤構築

地域デジタル・コミュニケーション・プラットフォーム構築（生活ポータル/観光ポータル）

利用者（住民） 利用者（観光客）Mie-ID

＊オプトインによる住民合意

【分散型データ連携基盤】

API連携（オープンAPIカタログ）

（複数サービス分野の多種多様なデータを活用し先端サービスを利用者に提供）

自治体（行政） 地域事業者
データ活用/デジタルマーケティング

データ活用による先進的な住民サービスや、地域経済活性化

利用者参加型の
User Interface

複数分野
連携の

先端サービス

都市OS
データ連携基盤

整備事業

地域経済
活性化

自治体主導

地域通貨（キャッシュレス）サービス基盤サービス連携

先端IoT通信インフラ（ローカル５G通信）データ提供者 データ提供者

他地域との相互
連携性確保

他地域との相互
連携性確保

あらゆるモビリティが自律走行可能となる
デジタルインフラ「ダイナミックマップ」
整備と、広域Maas連携

環境情報や、インフラ情報など、６町
の社会基盤データを共通化し、データ
活用から包括管理を推進

7万人のドクターネットワークと、PHR連
動型の医療サービスが支える、未来の地
域医療

自然との共存と、RE100の地産地消によ
る、ゼロカーボンシティの早期達成

林業等の地域産業を活性化させるための、
一次産業におけるデータ活用と規制改革施
策

医療ヘルスケア モビリティ・サービス デジタルインフラ・防災

単なるデジタル化ではなく、業務ワーク
フローの分析も踏まえた、行政のDX推進
活動。

観光を中心とした、誘客送客による地域
経済の活性化や、企業と地域の交流拠点
の構築など

行政DX

観光客や住民による、地域店舗の利用活
性化のための、行政サービス連動型のデ
ジタル地域通貨

デジタル観光ゼロカーボンシティ 地域産業活性化 地域活性化拠点構築

＊開始当初はオリジナルID/オープンIDで検討

首長のコミット/議会の理解/広域連携（多気町・明和町・大台町・度会町・大紀町・紀北町）
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ユーザーインターフェースの構築
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デジタル地域通貨
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多気町/大台町/ 明和町/ 度会町/大紀町/紀北町

・まちづくり会社
・データ連携基盤運用

三重広域連携SC推進協議会
（会員企業約30社＋6町）

包括事業委託（デジ田交付金）

代表企業DNP

外部専門家制度

DNP
企業人制度

DNP

一般社団法人三重広域DXプラットフォーム

データ連携基盤
システム構築

共通地域ポータル
開発

デジタル地域通貨
機能開発

デジタル観光
ポータル開発

認証・顔認証
プラッドフォーム

オンライン
医療サービス

オンライン出張
行政サービス

合同会社三重故郷創生プロジェクト

VISON

基金提供、理事就任
DNP

三重広域連携モデル 当社の役割

①中核施設への初期サービス実装

②周辺領域へのサービス展開

多気町・大台町・明和町 度会町・大紀町・紀北町

出資

DNP

ソリューション提供 DNP

各テーマの参画企業に再委託（プロポーザル等）

デジタル庁
デジ田交付金

国交省
スマートシティ
実装化支援

経産省
地域新MaaS創出

政策検討/協議（官民共同）

スマートシティ系
補助・委託事業
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デジ田以外の採択事例
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コンセプト

DX forCX
リアルとデジタルを統合し、最高のCXを実現するパートナーに

CXの最大化に向けたDX

デジタルPFサービス
による価値創出

■市場と顧客の真の課題・ニーズをとらえ、感動体験を届けるCXの
最大化を実現するために、徹底してDXを推進します

■モノづくりの強みとICTサービスの組み合わせによる価値設計を実践し、
サービス型事業へとビジネスモデルを転換します

カスタマー
エクスペリエンス

デジタル
トランスフォーメーション

1
8
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DNPモビリティポート
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DNPモビリティポートを起点としたまちづくり

■モビリティポート 構想イメージ

電光表示板（デジタルサイネージ連動）
発着予告・空き状況 表示機能 ※災害時情報配信

登録KIOSK端末
ユーザー登録・料金支払い・払出機能

Maasデジタルサイネージ
認証・予約・呼出し機能

屋外広告サイネージ／地域情報等デジタル配信
掲出期間を管理した広告配信 ※災害時情報配信

電子ロッカー（デジタルキー対応）
無人宅配／ＥＶキックボード/シェアリングロッ
カー

防犯／監視カメラ（人流解析）
モビリティ盗難の防犯・安全な乗降の監視

●デマンド乗合交通の呼び出し ●各モビリティの予約・決済・施錠開錠 ●告知・広報情報の配信
※出典：国交省公開資料参照

屋根・ベンチ
ストリートファニチャーとしてまちの景観に溶け込んだ機能・デザイン
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■MAPベース地域振興情報発信プラットフォーム■交通データ連携サイネージシステム事例

地図をベースにSNS情報を表示、初めてその地域を訪れる人でも
最新のまちのスポット情報を提供

展開例：移動・目的地情報の可視化



ＭＡＰベース地域振興情報発信プラットフォーム



｜DNPが考える「地域メタバース構想」

地域が運営する仕組み

我が町と分かる見え方

常に情報が更新し続ける

持続可能なデジタル
技術の社会実装

全ての人々が、地理的な制約を超えて、『地域の魅力＝地域資源』と出会える場



｜DNPが考える「地域メタバース構想」

地域の魅力と出会える場＝『デジタルとリアルの相互誘客』

地域メタバース

デジタル空間で
楽しむ地域の魅力

リアル空間で
出会う地域の魅力



「子どもたちでメタバース空間をつくろう」
ワークショップ

202２.10.１４
大日本印刷株式会社
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子どもたち（特に小・中学生をメインターゲットとして想定）に

「メタバース」「プログラミング」といった領域のものに触れながら

かつ地域に関心を持ってもらいながら地域DXリテラシー向上を図りたい。
GOAL

「興味関心度」 「わかりやすさ」 「継続性」
を観点に、ファーストステップとして、メタバースに触れるワークショップを行う。

社会的背景

28

コンセプト

2020年からプログラミング教育の必修化が注目を集めていますが、必要とされる背景の一つとして、
4次産業革命やグローバル化に対応する人材を育てるということがあります。
経済産業省の発表では、2020年委36.3万人、2030年には78.9万人ものIT人材が不足するとされてい
ます。（IT人材の最新動向と将来設計に関する調査結果より）
かつ、政府でも地方創生などに関連する三つの自治体向け交付金が再編され、新たに「デジタル田園都市国
家構想交付金」を創設する方針となり、デジタル技術を活用した地域活性化が加速されるため
今後、地域の産業高度化やイノベーション創出を担うデジタル人材の育成推進が必要。



何を

対話型ワークショップ

知る 考える 行動する

主体的に考える 「対話する」「意見集約する」 新しい学びを得る

■参考：PBL手法による出張授業
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子どもたちの啓発

意識変容・行動変容・価値変容が生まれる

出版コンテンツ

レゴ

音楽

工場見学
SDGsテーマ

学びの基が詰まった
テーマの中から

学びの物語を紡ぎます。



自分自身の生活に置き換えた行動変容・価値変容・意識変容の啓発

自分で考える
(作業する)

発表する
(整理する)

解説
（理解が深まる） ごみ捨て

働く人

■参考：PBL基本出張案・・・
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買い物

商品

キャリア教育

環境教育視点

ものづくり視点

食育視点

知る 考える 行動する

学びのストーリーの提供 授業のなかで

話し合う
（共有する)

生活のなかで

ごみはどこへ
行く？？

商品がどう
作られている？

新しいパッケージを
考えてみよう！

どんな材料から
作られている？



施策案 プログラム フロー 一例

子どもたちの意識の変容度合いも調査

「〇〇について理解が深まりましたか？」など簡単なアンケート実施～内容分析

アクション（アウトプット）
〇発表会
〇アンケート

事前学習

いくつかの
メタバースを紹介

アイスブレイク

〇メタバースアプリの内容説明・手順
など理解度を図る
〇学習前アンケートを取る。
〇アカウント作成、インストール

ワーク

〇バーチャル空間を
体験する

ディスカッション

〇お互いの成果物を見せ合ったり
意見交換し精度を高める。
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運営の1日の流れのねらい ： ワークショップを通して、子ども達の学習を深化、興味関心の変化

【カリキュラムモデル】 いくつかのメタバースを紹介したのち、子供達が挑戦したいメタバースを選ぶ方法でワークショップ。

必要な素材

所要時間 ： 授業1コマ×２：50分×２

プログラム前 プログラム終了時

10分 15分 45分 10分 20分

知る 考える 行動する

account install setting
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メタバース空間 ： 一例（参考用）
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ワークショップ スペック・内容

オフライン

約２時間程度

１０～２５人ほどを推奨

事前学習 約10分 いくつかのメタバースを紹介、ここから子供たちが挑戦したいメタバースを選ぶ方法

アイス
ブレイク

約15分 事例紹介を交えた、プログラム概要説明、アンケート
ワークの解説（アカウント、インストール、セッティング、進め方説明）

約45分ワーク 実際につかってもらって、バーチャル空間を体験してもらう。

ディス
カッション

グループワーク：自慢・ほめる、アイデア発表、自分のワールドに反映する。約10分

アウトプット 約20分 プレゼン（自由な雰囲気のもと、成果開示）
講評（講師による）
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ワークショップを通して参加者が得られる価値

「子どもたちでメタバース空間をつくろう」ワークショップと、これから行っていく教育事業を通じて、
参加者のこどもたちには 、アイディエーションの土壌となる以下のような価値を獲得していただきます



ワークショップから アンケート分析による展開

参加者の「学び」の成果を評価・分析する手法が必要

・・・その手法となるのが「リアテンダント」

■サービス名：リアテンダント ＋ サービス名：アンサーボックスクリエーター(略称：ABC)

※リアテンダント:全国2,000校で採用、都立高校(170校)が全て採用

項目反応理論でDNP特許をもっている

「テスト採点効率化」機能がメインだが、アンケート内容作成～回答分析ができる。

①テスト採点結果を問題毎に蓄積することで、生徒の理解度を分析することが可能。

②アンケート実施～回答分析により、上記①のデータと照合することで、

平素の学習進度と絡めた分析が可能に。

テストの回答も含め、様々な内容より分析解像度を高めていき、分析をしていくことが可能で、

普段の授業（国数理社、総合的な学びの時間)と出張授業のアンケートと紐づけて分析も可能。

子供の学習度に繋げるものとして活用。

■評価基準
ＯＥＣＤがこどもの学習進捗度を評価する指標を発表している。
ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）21世紀スキル 評価基準 PISA に準じた分析内容
これにより、論理的に考えて、自ら考えて結果を導けるかなどの評価が可能に。

例：国数理社においても、この問題に解答できる人は、この能力に長けている。といった指標が出せる。

○先生のメリット
・通知表の判断にも役立ち、選択肢の一つに。 先生が評価できる材料を提供できる。

○学校メリット
・アンケート内容をリアテンダンドで分析して学校の内容とも反映できる。
・例えば、企業、地元の評価と学校の評価の違いを出すことで、新しい目線に。
（評価されていなかった 子が、ここでの活動で違う評価により見直されたり）

・生徒の特徴が見えてくるので、学校の特徴にもなる。ＰＲ材料になる。
・我が校はこんな評価が出ている学校です。と示せる。
・学校の新しい評価を加えるものになれば。

〇町のメリット
・地域の課題、地域の子供たちの特性も見れて、地域をより良くしていく材料、
PRしていく材料になりえる。
・ロールモデルを創出するのがこのワークショップにもなる。

地域共通ポータルとリンクしたメタバース空間をこども自身に制作してもらい、そこから皆が「町づくり」「地域課題」 について語っていく 「場」とし
て機能させ、さらに参加者の「学び」の成果を見える化することで、子どもから教員関係者、地域・企業への展開を図る
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教育ビジネス本部バーチャル空間の評価から教育効果の検証まで

学習
データの
蓄積

バーチャル空間の学習データの評価

メタバース内の学習行動履歴データ

実
際
の
学
校
で

DNP学びのプラットフォーム「リアテンダント」ABCならば



アンケート例
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アンケート例
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教育ビジネス本部

40

アンケート評価から教育効果の検証まで

学習
データの
蓄積

普段のテストなどの
学習データ

普段の学習
プロジェクト

学習

バーチャルと
リアルの

評価のミックス
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教育ビジネス本部

41

アンケート評価から教育効果の検証まで

学習
データの
蓄積

普段のテストなどの
学習データ

普段の学習
プロジェクト

学習

地域の方々
との

交流・評価
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教育ビジネス本部

42

アンケート評価から教育効果の検証まで

学習
データの
蓄積

普段のテストなどの
学習データ

普段の学習
プロジェクト

学習

地域愛の醸成

地域の方々
との

交流・評価


